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◇１学期が終わりました。明日から「夏休み」です。
７１日間の１学期が本日で終了。明日からは、子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。

コロナウイルス感染の第７波が懸念される夏休みスタートとなってしまいましたが、ご家庭においても
感染予防には十分ご配慮していただき、思い出をたくさんつくることができる夏休みにしてほしいと
思います。
また、今年度の夏休みは、子どもたちにタブレットを持ち帰るようにしました。これは、郡山市全て

の小・中学校で実施したことであります。タブレットは、ご存知のとおり、
精密機械であります。扱い方一つで故障してしまったり、破損してしまった
りします。そのようなないよう、置いておく場所、使い方などに十分ご注意
ください。ご家庭においては、「スタディサプリ」を有効に活用し、１学期の
復習にしつかりと取り組んでほしいと思います。詳しくは、学校からのお便り
をご覧ください。
８月２５日(木)が、２学期のスタートとなります。３５日間の充実した夏休み

を過ごし、ひとまわり大きくなった子どもたちと会えることを楽しみにしています。
この１学期、保護者の皆様のご理解とご協力に心から感謝申し上げます。

◇夏休み期間中の報告・連絡について
３５日間の夏休み期間中、何かあった場合は、学校へ必ずご連絡をしてください。

※ ８月９日(火) ～ ８月１６日(火) は学校閉庁日となっております。この期間中、または土・日の

連絡につきましては、電話ではなく、マチコミメールにてお知らせください。

※ それ以外の日でありましたら、学校へ直接、お電話でお知らせください。〔大槻小 ９５１－６９６３〕

◇「ハインリッヒの法則」をご存知ですか？
「１：２９：３００」この比をハインリッヒの法則といいます。

どんな数値を意味しているかといいますと、「１件の重大な事故」

の裏には「２９件の軽微な事故」があり、その裏には「３００もの

ヒヤリ・ハッとすること」があるというものです。これらを回避する

ためには、「まわりをよく見ること」「自分の行動を予想・予見できる

ようにすること」「安全のための注意を怠らないこと」などが考えられます。

夏休み中、１件の重大事故、２９件の軽微な事故もなく、子どもたちが、安全で安心した生活

を送ることができますよう、そして、３００ものヒヤリ・ハッとすることが無いように、ご家庭

でも子どもたちへの指導をお願いいたします。

校長のひとりごと

私は、常々、笑顔を大切にしていきたいと考えています。笑顔、笑いが、心を軽くしてくれま

す。そして心を前に前進させてくれます。子どもたちの笑顔は、私たち教職員の心を穏やかに

してくれます。笑顔って、本当にステキなことなんですね。２学期のスタート時に、また子ども

たちの笑顔と出会えることを楽しみにしております。子どもたちも、「笑顔の夏休み」となりま

すよう願っております。「あなたの笑顔で、みんなが輝く」のです。




